
1-1で11⑥に電流が流れない⇒PとQが等電位
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I=0なので同じ電流となる
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同 じ ）となでだ流とな
る｡
V= R Iより
回 V=R,i.・・・① D V=Raiz・・・②

3 V'=R3is・・・③ R V'=R41、・・・④

①、②より

R i d , = R a is・・・①'
③ 、 ④ よ り

Ra i , = R s i s . . .③ '

⟂｡ ｢よ
り

※本質的な理解から遠ざかるが、
公式がある。石確かめに使うくらいならOK.
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2-11-_-」 とかける。



のでのたがよ
り

回 V = R i n I I IにRat i
この2式より

V : V ' = R . : R 4
電圧の比は抵抗の比と一致し、Eが変化しても、
PとQの電位が変わる要因にならないのだ。

（3 抵抗が小さくなった場所には、より大きな電流が
流れるようになる。

•P

にか・｢かんしん○､ こ
この Iが増える

②この向きにIが流れることで①のIを増やす。

よって P → Q 向き

※ これは かなり大雑把な見積もりとなるが、
ホイートストンブリッジではここまでしか聞かれないことが
ほとんどである。
正確な量を計算するには、通常の回路の問題の
ように解けばよい。


